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はじめに
　著者らは2009年の東京医科大学（以下、本学）
の大学院FDセミナー（平成21年10月26日）に
おいて「外国人留学生の大学院進学から修了までの
ケァ」という題目で講演した。現状では、本学の多
くの講座および事務系ともさらなる留学生の受け入
れに対して積極的とはいえない。しかし、2020年
までに在日留学生を30万人まで増やす文部科学省
の計画が進行中である。大学も評価の時代に入り、
留学生の受け入れおよび教育が国際貢献・社会貢献
の重要な項目のひとつになりつつある。本学大学院
が全学的に留学生受け入れを推進していくのである
ならば、そのための環境整備の充実が必要と思われ
る。
外国人留学生の現状と留学生30万人計画
　文部科学省及び日本学生支援機構の調べでは、国
内の教育機関に在籍している外国人留学生の総数は
1983年に10，428人であったが、2009年には10倍
以上の132，720人に達し、増加の一途をたどってい
る。2009年における地域別・都道府県別の外国人
留学生の総数を見てみると、関東圏内に49．0％、東
京都に33．0％が在籍しており、都心に集中してい
るといえる。出身地域別外国人留学生の割合につい
ては、アジア地域からの留学生が92．3％、欧州・北
米地域からの留学生が合わせて4．9％となっている。
また、国公私立別に外国人留学生総数を比較してみ
ると、大学院生では国立大学に21，884人、公立に
1，493人、私立に12，028人であり、約3分の1の大
学院生が私立大学に在籍していることが分かるD。
　文部科学省が2008年に掲げた「留学生30万人計
画」では、「日本を世界により開かれた国とし、ア
平成22年1月30日受付、平成22年3月2日受理
キーワード：外国人留学生、大学院、留学生30万人計画
（別冊請求先：〒160－8402　東京都新宿区新宿6－1－1東京医科大学人体構造学講座　内藤　宗和）
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ジア、世界との間のヒト、モノ、カネ、情報の流れ
を拡大するグローバル戦略を展開する一環として、
2020年を目途に留学生受入れ30万人を目指す」と
した。その際、高度人材受入れとも連携させながら、
国・地域・分野などに留意しつつ、優秀な留学生を
戦略的に獲得し、引き続き、アジアをはじめとした
諸外国に対する知的国際貢献等を果たすことにも努
めるとしている。また、我が国への留学についての
関心を呼び起こす動機づけから、「入試・入学・入
国の入り口から大学等や社会での受け入れ、就職な
ど卒業・修了後の進路に至るまで、体系的に方策を
実施し、関係省庁・機関等が総合的・有機的に連携
して計画を推進する」と謳っている2）。
　一方で、日本人大学院生の減少は全国的に問題と
なっている。その対策として東京大学などは、2008
年度から大学院生に月4万円程度の独自の奨学金を
支給し、年間費用約10億円を外部研究費から徴収
した間接経費などを補填することで、授業料を実質
的に無料化し、優秀な大学院生の確保に努めている。
本学においても大学院生の総数減少が私立大学等経
常費補助金の減額につながるという深刻な問題を抱
えており、社会人大学院を開設し大学院生減少に陥
らない努力をしている3）。
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東京医科大学における外国人留学生の現状と
　　　　　それに対する具体策
　図1は2005年～2010年に、本学大学院に在籍し
た外国人留学生の総数である。臨床・基礎医学講座
にそれぞれ平均して10人前後の外国人留学生が在
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図1東京医科大学大学院に在籍する外国人留学生数
籍している。また、2010年に本学に在籍する外国
人留学生は全て中国出身である。今後、前述したよ
うな現状に沿って、東京医科大学はさらなる留学生
受け入れを推進する方針であれば、そのための環境
整備の充実が必要と思われる。以下に改善項目をい
くつか挙げてみたい。
　1．大学院進学前の調整
　進学前に各講座教員と留学生との間の情報交換が
十分に行われていなかったため、大学院に入ってか
らトラブルが生じたケースが過去にいくつか存在す
る。その反省に基づいて、進学前に「研修員」とし
て数週間から数ヶ月間は当該講座に所属させ、互い
に人間性を評価する準備期間を設けることが有効と
考える。また、学務課・人事課と連携し、履歴審査
（とくに学歴審査）を徹底する必要があると思われ
る4）。大学院生は学務課管轄となるが、本学の現状
では研修員申請は人事課担当となる。その際に本学
の外国人教員による詳細な申請書類のチェックの必
要があると考えられる。また、大学院入試の時期が
他学にくらべて毎年1月と遅かったため留学生受験
図2　金沢大学における外国人留学生のための入学案内
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者の減少が懸念されていたが、2009年度より9月
と1月の2回体制になったことは今後の留学生の確
保に有効と考えられる。
　2．進学時のオリエンテーション
　他大学の大学院では進学時に、「留学生向けのオ
リエンテーション」を行っているが、本学では留学
生に特化したオリエンテーションはされていないの
が現状である。しかし、大学院カリキュラム、授業
料、単位取得試験などの変更が本大学院では相次い
で行われてきているため、それらの変更をフォロー
できずに混乱している留学生が少なくない。図2は
金沢大学の留学生用のパンフレットである5）。他大
学に習い本学でも、進学から修了までの流れ、図書
館の利用方法、単位取得方法、学位申請資格など十
分な時問をとり留学生向けのオリエンテーションを
充実させることで、留学生をスムーズに学生生活に
順応させる努力が必要と考える。また、留学生にも
理解できるような大学院教育要項のさらなる改定が
望まれる。
　3．日本語の教育
　現在、本学には外国人留学生への日本語教育のプ
ログラムはなく、今後も人的に本学単独での日本語
教育システムの形成は困難と思われる。日本語能力
も英語能力も乏しい大学院生とのコミュニケーショ
ンは困難を極め様々なトラブルの原因となってき
た。文部科学省は我が国への留学生30万人受け入
れに際して日本語能力でなく英語能力を重視してい
る。しかし、英語は話せても日本語がわからない場
合において、所属講座や大学の内外で意思の疎通を
図ることが厳しいことがあると推察される。その意
味で留学生の母国あるいはわが国の日本語教育機関
に在籍した経験のある学生を進学させるのが望まし
い。都内の総合大学では日本語教育コースが設定さ
れているところもあり、そのような大学と提携して
留学生に日本語教育を受講させるのも得策かもしれ
ない。また、無料の日本語教育機関である「新宿文
化・国際交流財団多文化共生課の新宿区日本語ボ
ランティア懇親会」などへ参加を促すのも有効と思
われる。学内には、大学院進学に際して留学生に日
本語能力試験（日本国際教育支援協会）を課すこと
を義務付けるべきだという意見もあるが、それを大
学院進学のための条件とすれば留学生の受験者数が
増えることはないであろう。
　4．日常生活のケア
　地方大学では比較的学業に専念しやすい環境があ
るが、本学は都心にあるため、留学生の学外での生
活が見えにくい側面がある。過去に、本大学院への
進学目的が学業でなく資格外活動（アルバイト）で
あったケースや仕事内容に問題のあったケースが存
在した。よって大学として各大学院生のより正確な
資格外活動の把握が必要と思われる。また、他学で
適用されている「カード式の登校下校記録システム」
を日本人大学院生も含めたすべての大学院生に活用
するのも有効と考えられる。また、今後留学生が増
えるのであれば留学生の生活面や研究面の悩みや相
談に応対する「留学生センター」のような窓口の開
設が必要となってくるであろう。その前身となると
考えられる「留学生コミュニケーション委員会」の
設置を現在準備中（2010年1月現在）である。
　5．学位取得までの期間
　本学では2004年～2009年までの期間において21
名の留学生が医学博士号を取得しており、取得まで
の平均年数が4．46年となっており、現状で学位取
得までは平均4年以上かかっている。各講座が学位
取得までの留学生教育をより充実していかない限
り、今後、留学生の進学がさらに増えた場合に留学
生の留年率が上がってしまう危険性がある。
　6．留学生交歓会
　他大学では、留学生交歓会を開催し、大学職員と
の友好を深めると共に、大学院生の横のつながりを
作っている。図3は香川大学医学部の交歓会の様子
である。孤立した留学生をつくらないことは、講座
や大学とのトラブル発生への抑止力になり得る6）。
本学でも相互理解と親睦のために定期的に1年に1
回ないし2回程度の交歓会の開催が望まれる。また、
交歓会とは別に、留学生が日常集える場所（上述し
た留学生センターなど）を作ることができれば、孤
立する留学生は少なくなると思われる。
　7．国内奨励金制度
　留学生が奨学金を獲得することで経済的負担を減
らし、学業に専念することは非常に重要である。図
4に2009年に本学の留学生が応募可能であった主
な奨学金を示した。他にも17の奨学金があるが、
本学では奨学金を獲得できる留学生が少ないのが現
状である。現在、奨学金応募の情報の流れは、「学
務課→各指導教授→所属講座の大学院生」となって
いるため、実際に指導教授の段階で情報が止まり大
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図3　香川大学医学部における外国人留学生交歓会
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外国人留学生のための主な奨学金制度
学院生まで渡っていない講座が存在している。そこ
で通知の流れを「学務課→各大学院生」と改正して、
留学生が奨学金の情報に自ら対処し、必要に応じて
留学生が指導教授の推薦を受ける形にすれば奨学金
制度の申請率が増加する可能性がある。
　8．大学院修了後の事務手続き
　大学院を修了した留学生より、英語版の学位証明
書、大学院修了証明書、成績証明書、その他各種書
類の発行を求められることがしばしばある。本学で
は、留学生は各種書類の発行を最初に学務課に申請
し、次に会計課で支払いを終え、数日待った後に学
務課から受け取っている。他大学では、ID番号を
入力して各種証明書を自動的に発行する機器がロ
ビーなどに設置され容易に書類が入手可能となって
いる。図5は千葉大学医学部の証明書発行機器の写
真である。同様の機器の導入が検討されれば事務系
の負担も少なくなる。
おわりに
本稿は大学院FDセミナー（2009年10月28日、
図5　千葉大学医学部専用の各種証明書発行機器
大学病院6F臨床講堂、大屋敷一馬東京医科大学大
学院カリキュラム委員長）にて著者らが講演した「外
国人留学生の人学院進学から修了までのケア」の内
容をまとめたものである。本学大学院に進学または
在籍する留学生のための環境は、未だ整備途上であ
るといえる。本学大学院を受験するために留学生が
事前に来日して「研修員」として講座に属していた
ものの、本学の大学院試験に合格できずに、その後、
都内の他学の大学院（東京医科歯科大学や順天堂大
学医学部など）に進学してしまったケースも生じて
いる。今後、本学がより留学生を積極的に受け入れ
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る姿勢を打ち出すのであれば、語学試験で機械的に
合否を決めるのではなく、進学前に留学生と講座と
の間に信頼関係が築かれ、進学と同時に研究推進で
きる環境が整っているかどうかということを合否の
判断材料とすることが肝要だと考える。
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